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パネルディスカッション・趣旨説明 

＜テーマ＞ 

コンクリート分野におけるＩＴやＡＩとの上手な付き合い方 
 
＜趣旨＞ 

現在、我が国では「人間中心の社会づくり」を目指すSociety 5.0 
の実現に向けて、あらゆる分野でイノベーションの機運が高まって

きています。建設分野においても、ＩＴ技術の導入やＡＩ技術を活
用した新しい建設への変革が強く求められており、コンクリート分
野においてもＩＴ技術の利活用が検討され始めています。 

今回のパネルディスカッションでは、産官学のそれぞれのお立場で
活躍されている方々をパネリストとしてお招きしました。コンク

リート分野におけるＩＴ技術の導入に関する最新の話題を提供して

頂き、ＩＴ導入の利点や課題などを掘り下げ、コンクリート分野に

おけるＩＴやＡＩとの上手な付き合い方について議論します。 
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パネリストの紹介 

綾野 克紀（岡山大学） 
 土木工学科で教えるIoTとAI 
 
片平   博（土木研究所・先端材料資源研究センター（iMaRRC）） 
 Society 5.0 を考える 
 
本間 淳史（東日本高速道路・技術本部） 
 発注者から見たＩＴ技術の活用の現状と課題 
 
原田 修輔（全国生コンクリート工業組合連合会） 
 生コン業界の現状と生産性向上への取り組み 
 
橋詰 幸信（大成建設・土木本部） 
 ＩＣＴを用いた現場コンクリート施工管理高度化の試行 
 ～施工者としてアカウンタビリティ向上～ 
 
名倉 健二（清水建設・土木技術本部） 
 ゼネコンのコンクリート工におけるＩＣＴ技術の活用事例 



インフラ維持管理に関する我が国の動向 
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1984年   NHK特集「コンクリート・クライシス」放映 

1988年   建設省・橋梁点検要領 

2007年   建設省・橋梁長寿命化修繕計画補助事業 

   同年  木曽川大橋の斜材破断が確認 

2011年   東日本大震災 

2012年   国土交通大臣から社会資本整備審議会・会長あて「今後の社会資本の維持 

   管理・更新のあり方について」諮問 

   笹子トンネル崩落事故 

2013年   「社会資本メンテナンス元年」として位置づけ 

   日本再興戦略、科学技術イノベーション総合戦略 

   総務省「インフラ長寿命化基本計画」→ 関係省庁が「行動計画」を策定 

2014年   社会資本整備審議会・道路部会「最後の警告」提言 

   総務省「公共施設等総合管理計画の策定要請」 

   国土交通省「道路メンテナンス会議」を設置（全都道府県） 

   道路施設で５年に一度の近接目視が義務化 

   SIP、ImPACT スタート 

2016年   科学技術基本計画（Society 5.0 の実現と推進） 

   i-Construction の推進 

   インフラメンテナンス国民会議の創設 

2017年   未来投資戦略2017、新しい経済パッケージ 

2018年   SIP（第2期）、官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）スタート 

   統合イノベーション戦略 

インフラ維持管理に関する我が国の動向 
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日本再興戦略２０１６ 

日本再興戦略2016  - 第４次産業革命に向けて - 

◆ 改訂戦略における鍵となる施策 

（１）６００兆円に向けた「官民戦略プロジェクト１０」 

    → 第４次産業革命（IoT・ビッグデータ・人工知能）ほか１０項目 

    → 既存住宅流通・リフォーム市場の活性化が「新たな有望成長市場」として明記 

（２）生産性革命を実現する規制・制度改革 

（３）イノベーションの創出・チャレンジ精神にあふれる人材の創出 

（４）海外の成長市場の取り込み 

    → インフラシステム輸出 

◆（第４次産業革命実現のための）具体的施策 

    → １１の具体的な項目が明記 

    → 防災・災害対応に係るIoT・ビッグデータ・人工知能・ロボット等の活用、など 

    → i-Construction 

◆（第４次産業革命実現のための）環境整備 

    → データ利活用に向けた環境整備 → データベース 

    → サイバーセキュリティの確保とIT利活用の徹底等 

 → 政府・自治体のオープンデータの推進 
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i-Construction（国土交通省） 

i-Construction とは 

「ICT の全面的な活用（ICT土工）」等の施策を建設現場に導入することによって、建設
生産システム全体の生産性向上を図り、もって魅力ある建設現場を目指す取組み 

国土交通省 web より 



©IMC 

8 

未来投資戦略２０１７ 

未来投資戦略2017  - Society 5.0 の実現に向けた改革 - 

Society 5.0 に向けた戦略分野 

（１）健康寿命の延伸 

（２）移動革命の実現 

（３）サプライチェーンの次世代化 

（４）快適なインフラ・まちづくり 

    → インフラの整備・維持管理の生産性向上 

    → 生産性向上による産業インフラの機能強化等 

    → 民間投資の喚起による都市の競争力の向上等 

（５）Fin Tech（※）の推進 

 

 

※ Fin Tech  (financial technology) 

ICTを駆使した革新的（innovative）、 

あるいは破壊的（disruptive）な金融 

商品・サービスの潮流（by wiki） 

内閣府 総合科学技術・イノベーション会議 久間和生「わが国の科学魏j通イノベーション戦略」より 
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Society 5.0 とは 
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Society5.0 プラットフォーム構築（内閣府資料） 



©IMC 

11 

Society 5.0 で実現する社会 
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サイバー空間とフィジカル空間の高度な融合 



【機密性２】 
国土交通データプラットフォーム（仮称）の検討の背景 

⇒ 国土交通データプラットフォーム（仮称）の整備計画を策定し、 

各種データの横断的活用によるサービス向上や新産業の創出についての施策を 

「生産性革命プロジェクト」としてとりまとめ 
13 

統合イノベーション戦略 

（H30.6 閣議決定） 

様々な分野のデータが垣根を越えてつなが
るデータ連携基盤を整備し、組織や分野を
越えたデータの利活用等を通じて新たな価
値の創出を目指すべき将来像として提示 

Society5.0実現による日本再興 
～未来社会創造に向けた行動計画～ 

（H29.2.14） 

一般社団法人 日本経済団体連合会 

国土全体に広がる3次元のデータベース

「バーチャル・ジャパン」を官民で協力して
構築することを提示 
（具体的には、地形や地質などの地理空間情報を結合した静的ﾃﾞｰﾀと災害、環境、
気象、交通、都市、ｴﾈﾙｷﾞｰ、水などの動的ﾃﾞｰﾀを連携させたﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを構築） 

国土交通省デジタル・ガバメント中長期計画 

（H30.6 国土交通省IT政策推進本部決定） 

行政保有のデータのオープンデータ化、
APIの整備、標準化・共通化の推進等、
データの活用の促進等の方向性を提示 

社整審・交政審 技術部会 
国土交通技術行政の基本政策懇談会 

中間とりまとめ（H30.11） 

データ駆動型の行政の推進（データに基づく
政策立案・実施、民間のイノベーションを促進）と、
そのためのﾃﾞｰﾀ連携基盤の構築について
提言 



【機密性２】 
国土交通データプラットフォーム（仮称）構想 
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目 的 

 国土交通省が多く保有するデータと民間等のデータを連携し、フィジカル（現実）空間の事象をサイバー空間に 

再現するデジタルツインにより、業務の効率化やスマートシティ等の国土交通省の施策の高度化、産学官連携に
よるイノベーションの創出を目指す。 

 具体的には、以下の活用を可能とする国土交通データプラットフォーム構想の実現を図る。 

①国土に関する情報をサイバー空間上に再現するインフラデータプラットフォームを構築 

② ｲﾝﾌﾗﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ上に経済活動や自然現象のデータを用いてサイバー空間上でシミュレーションを実施 

③サイバー空間上でシミュレーションした結果をフィジカル空間に反映し、課題解決を図る 

対 象 

①国土に関するデータ（基盤地図、地盤情報、構造物に関するデータ） 

②経済活動（人や物の移動等）に関するデータ（交通、物流、観光等に関するデータ） 

③気象等の自然現象に関するデータ（気象、防災等に関するデータ） 

整備方針 

①個々のデータベースの充実・拡充 

②分野ごとの検索機能の構築・高度化 

③サイバー空間上でのデータの再現機能の構築 



【機密性２】 
インフラデータプラットフォームのイメージ 
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ドローン等を活用した 
3次元測量 

測量・調査 

BIM/CIMによる 
３次元設計 

設 計 

3次元データに基づく 
施工、品質管理 

施 工 

×村 △町 □市 

各管理者の維持管理情報 
システムの構築 

○県 

• 国土に関する情報をサイバー空間上に再現するインフラデータプラットフォームを構築 
• 2019年度に基盤地図上に地盤データと構造物データを位置情報でひもづけ、同一地図上に表示 
• また、2019年度に一部の地域において都市の３次元モデル化を試作 
• 都市の３次元モデル化にあたっては、自治体構造物データ及び民間建築物データとも連携 

情報共有システム 
（測量・調査者、設計者、施工者、発注者、施設管理者間での情報共有） 

データ連携 

維持管理 

ロボットやセンサーによる 
3次元点検データの取得 

オンライン電子納品 

2019年度に位置情報でひもづけ 

⇒同一地図上での検索を可能にする 

データ連携 

民間建築物データ 

（例：建物形状データ、家屋課税台帳等） 

 

都市の３次元モデル化 

    

  

  
  

  



【機密性２】 
国土交通データプラットフォーム（仮称）のイメージ 
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• ｲﾝﾌﾗﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ上に経済活動や自然現象のデータを用いてサイバー空間上でシミュレーションを実施 

• サイバー空間上でシミュレーションした結果をフィジカル空間に反映し、課題解決を図る 

国土に関するデータ （インフラデータプラットフォーム) 

    

  

  

  

  

経済活動に関するデータ 
（人や物の移動等） 

自然現象に関するデータ 
（気象・防災等） 

【国土に関するデータ】×【自然現象に関するデータ】 

例）都市の３次元モデルで日照や風等の気象データを
解析することで、最適なヒートアイランド対策を実現 

【国土に関するデータ】×【経済活動に関するデータ】 

例）都市の３次元モデルで人流データを解析することで、
災害時の避難シミュレーションを実現 【利

活
用
イ
メ
ー
ジ
】 

出典：株式会社ウェザーニューズ 出典：株式会社環境シミュレーション 出典：株式会社構造計画研究所 出典：バーチャルシンガポール 


